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１．国立民族学博物館研究報告は，民族学 （文化人類学）に関す る論文 ，資料 ・研究 ノー ト，調

査研究活動報告等 を掲載 ・発表す ることによ り，民族学 （文化人類学） の発展 に寄与する もの

である。

２．国立民族学博物館研究報告に寄稿する ことがで きる者 は，次の とお りとする。

ω 　国立民族学博物館 （以下 「本館」 という。）の教官 （客員教授等を含む。）及び本館の組織，

　　運 営に関与する者

（２） 本館 が受け入 れた各種研究 員及 び研究協力者

（３） その他本館において適当 と認 めた者

３、原稿 を寄稿す る場合 は，論文，資料 ・研究ノー ト，調査研究活動報告等 のうち，いずれであ

　るかをその表紙に明記す るもの とす る。なお，この区分についての最終的な調整は，国立民族

　学博物館研究報告編集委員会 （以下 「編集委員会」 とい う。） において行 う。（編集す る場合は，

原則 として論文及び資料 ・研究ノー トを １段組 ，その他の ものを ２段組 として取 り扱 う。）

４．原稿執筆 における使用言語は，日本語，英語， フランス語， スペイ ン語， ロシア語， 中国語

及び ドイ ツ語 のうちいず れを用いて も差 し支えない。ただ し，その他の言語を用いる場合 は，

編集委員会 に相談するものとする。

５．特殊な文字，記号，印刷方法等が必要な場合は，編集委員会 に相談するものとする。

６．寄稿する原稿 が論文 で，日本語を使用す る場合 は，原則 として英文によ り５００語 程度 の要 旨

　を付 けるものと し，その他 の言語 による論文の場合 は，編集委員会 に相談するもの とする。な

　お，寄稿する原稿について は，執筆者 名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しなければ

　な らない。

７．寄稿する原稿の枚数は，原則 として制限 しない。ただ し，編集す る場合 は編集委員会 の判断

　により，紙数等 の関係か ら分割 して掲載す ることがある。

８．寄稿す る原稿 は，必ず清書 （欧文の場合 はタイプ） し，原稿の写 し１部を添付す るもの とす

　る。なお，図，表 のス ミ入 れ， レタ リングは，編集委員会で処理する。

９．寄稿 された原稿 は，審査委員会 において審査の うえ，採否を決定す る。なお，原稿 は，採否

　にかかわ らず原 劉と して返却 しない。

１０．稿料の支払 い，掲載料の徴収 は行わない。

１１．原稿 の執筆に当 って は，別 に定 める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

１２．原稿 の寄稿先及び連絡先は，次 のとお りとす る。

　　　 〒５６５ 大阪府吹田市千里 万博公園１０－１

　　　　　　　国立民族学博物館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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　　［１」ｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　　［移口田　１９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；１．ｅａｃｈ　ｌ９６１：１２３］
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　　［柳田 １９４２ａ：２０－２２】［柳田 １９４２ｂ：１０】

９．脚注 は，一 つ一つ別紙に記 し，通 し番号を付ける。なお，本文 中に脚注をそ う入す る箇所に

　は，脚注の 当該番号を記入 し，別紙の脚注 には，本文 のページ数を明記す るものとす る。

１０．本文及び脚注 において参照 した文献は，すべて原稿 の末尾にまとめて下記の方法 によ り記入
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　（１） 文献の配列は，著者名のアルファベ ッ ト順 とする こと。

　（２） 文献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌 名，巻，号，出版社名の順 とす ること。
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（例）

　論文の場合　 （１）

　　石 田英一郎

　　　　１９４８　「文化史的民族学成 立の基本問題」『民族学研究』　１３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

        Anthropology 14(4): 357-372.

論文の場合　 （２）

　杉浦　健一

　　 　１９４２　 「民間信仰の話」柳 田国男編 『日本民俗学研究』岩波書店，ＰＰ．１１７－１４３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

泉 　靖一

　 １９６６　『文 明を もった生物』　 日本放送 出版協会 。

Murdock, George P.  (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ，Ｍ ．

　　　 １９７４　 『シャーマニズム　　古代的エ クスタシー技術一 』 堀一郎訳　冬樹社 。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The  Uni-

         versity of Chicago Press.
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